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秋田市国際交流総合情報誌 

秋田市日本語教室で「おにぎりワークショップ」開催 
 

 秋田は全国的に有名な米どころということで、ぜひ外国人住民の皆さんにもお米を使った日本

の食文化を体験してもらおうと、令和４(2022)年６月１７日に秋田市日本語教室オンライン特別クラス

として、本ワークショップを開催しました。ワークショップでは、お米やおにぎりについて学習してか

ら、鮭やツナマヨ、ふりかけなど、各自で準備した好きな具材で握ったおにぎりを紹介し合いながら

交流しました。本市日本語教室の講師３名がリードし、にぎやかで楽しいワークショップになりました。 

「ウキパラSt.」 

バックナンバーはこちら↑ 

参加した学習者の声 

・楽しい経験になりました。参加した人が全員

優しく、いろんな人に会うことができたのが

よかったです！ 

・秋田での生活を楽しいものにしてくれてあり

がとうございます。 

講師の声 

各々がオリジナルのおにぎりを作りました。具 

は定番のものから、韓国海苔ふりかけやツナク 

リームチーズなどユニークなものまで様々でし 

た。参加者の１人はラップを使わずに直接手で 

握っていたのですが、米粒が手についてすごく 

難しいと言っていました。出来上がったものを 

食べながら、それぞれの国の料理などについて

話しました。小規模なイベントでしたが、参加

者の皆さんが楽しんでくれてよかったです。 

秋田市日本語教室、学習者募集中！ 
 

秋田市内に住む外国人のための 

日本語教室です。授業料は無料です。 

※テキストは自分で購入して 

いただきます。 
 

詳しくはこちら→ 

ワークショップの様子 

 

 

 

国際交流総合
 

情報誌にリニューアル！ 
 

 平成18(2006)年から15年続いた秋田市国際交流情報誌「ウキパラSt.」は、内容・媒体をリニュー

アルし、国際交流総合情報誌「まるかる（Mal Cal）」に生まれ変わりました。多文化という意味の、

“Multiculture”のマルとカルに、秋田市に住む外国人も秋田市民の一員として、互いに手を取り、繋

がって「まる（丸）」を作ることで、お互いが理解し合い、心が「かる（軽）」くなる様子を、タイトルの丸

みを帯びたフォントで表現しています。 

 これまで行われてきた海外と往来する国際交流 

だけでなく、市民の皆さまにとってより身近で日常 

に馴染んだ地域の「国際交流」についても取り上げ、 

「ウキパラSt.」同様、皆さまから愛される情報誌にし 

ていきたいと思っております。秋田市公式ホーム 

ページにて年４回発行・掲載していきます。 

前身である秋田市国際交流情報誌
「ウキパラSt.」 



３か国の駐日大使、総領事が穂積市長を表敬訪問 
 

４月２１日、イム・ヒスン駐仙台大韓民国総領事が、着任あいさつのため本市を訪問

しました。文化を中心とした交流促進や、自由な往来が再開した際の民間交流に

ついて話し合われました。 

 

６月８日、クレーメンス・フォン・ゲッツェ駐日ドイツ連邦共和国大使が秋田日独協会創

立50周年記念講演のため本市を訪問しました。姉妹都市パッサウ市と本市の音楽

交流、日本とドイツがともに技術立国であり信頼できるパートナーであること、今

後の幅広い分野での交流の可能性について話し合われました。 

 

６月20日、ホツィレエネ・モラケ駐日ボツワナ共和国大使が「GGG＋フォーラム秋田

2022」（主催：NGO特定非営利活動法人日本リザルツ）に出席するため本市を訪問し

ました。ALTや留学生として本市で活躍しているボツワナの人材や大学間協定に

よる人材育成について話し合われました。 

「やさしい日本語」でFacebook運営中 
 

 当課で運営しているFacebook、「秋田市に住む外国人のみなさんへのお知らせ」は、外国人住民

の皆さんにも生活に必要な情報が伝わるよう、「やさしい日本語」で投稿しています。新型コロナウ

イルスに関する情報や、本市で開催される外国人住民のためのイベント等について取り上げていま

す。ぜひ、「いいね！」とシェアをお願いします！ 

Facebookページはこちら→ 

「やさしい日本語」ってなに？ 
 

日本語に不慣れな外国人住民のため、書き方や話し方を調整した、「簡単で

分かりやすい日本語」のことです。阪神・淡路大震災で、日本語に不慣れであっ

た外国人住民が被害を受けたことをきっかけに、素早く的確に情報を伝えるた

め、弘前大学で考案されました。現在では災害時以外でも、 

国や多くの自治体、外国人支援団体で、生活情報や観光 

情報などを伝える手段としても使われています。 

駐仙台大韓民国総領事 駐日ドイツ連邦共和国大使 駐日ボツワナ共和国大使 

ドイツ連邦共和国大使館と 

秋田日独協会の皆さま 

駐日ボツワナ共和国大使の市長表敬に同席した

ボツワナ共和国出身のALT（タト・ケベンさん） 

お問い合わせ：秋田市企画財政部企画調整課 国際・都市間交流担当 

       TEL：018-888-5464 / FAX：018-888-5488 

編集協力：秋田市姉妹都市フォーラム 

秋田市公式ＨＰ→ 


